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物理ネットワーク

Cisco UCSアップリンクの接続

Cisco UCSネットワークアップリンクは、UCSファブリックインターコネクト (FIs)のペアか
らお客様のデータセンター内の LANに「ノースバウンド」を接続します。すべてのUCSアッ
プリンクが、複数の 802.1Q VLAN IDをアップリングをまたいで伝送するトランクとして機能
します。デフォルトでは、UCSソフトウェアは、UCS設定で定義されたすべてのVLAN IDが
すべての利用可能なアップリンクでトランクに適格であると想定しています。
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図 1 :論理ネットワーク設計

Cisco FIsは、別のネットワークスイッチではなく、エンドポイントの集合としてネットワー
ク上に出現します。内部的に、Cisco FIsはスパニングツリープロトコル（STP）ドメインに
参加しません。また、レイヤ 2イーサネットリンクで相互接続されないため、ネットワーク
ループを形成できません。アップストリームルートブリッジは、STPを介してすべてのリン
クアップ/ダウン決定を行います。

アップリンクは、両方の FIsから接続され、アクティブにされる必要があります。冗長性を確
保するために、それぞれのFI上で複数のアップリンクを802.3adLinkAggregationControl Protocol
(LACP)ポートチャネルとして、または、個別のリンクを通して、複数のアップリンクを使用
することができます。パフォーマンスと冗長性のレベルを最適化するために、仮想ポートチャ

ネル (vPC)機能を使用して、アップリンクを複数の上流に位置するシスコスイッチへの LACP
ポートチャネルとして構築します。vPCアップリンクを使用すれば、すべてのアップリンクを
アクティブ通過データにすることができるうえ、個別のリンク障害や上流に位置するスイッチ

の故障から保護できます。他のアップリンク設定を冗長にすることはできますが、vPCを利用
できない場合はスパニングツリープロトコルループの回避によってリンクが無効になる可能

性があります。

すべてのアップリンク接続方法で、トラフィックをFI間で、つまり、ファブリックAからファ
ブリック Bへ転送できる必要があります。ケーブル、ポート、またはリンクの障害が発生し
て、通常は UCSドメインから外に出ないトラフィックを強制的に UCSアップリンクに転送し
なければならない場合があります。さらに、FIのファームウェアアップデート中など、トラ
フィックフローパターンのメンテナンス手順を簡単に確認できますが、再起動が必要です。
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VLANとサブネット
Cisco HyperFlexシステム構成では、アップストリーム LANから複数の VLANを UCSドメイ
ンに伝送する必要があります。これらの VLANは、UCS設定で定義します。

表 1 : HyperFlexインストーラで作成された VLAN

目的VLAN IDVLAN名

ESXiホスト管理インターフェイス

HXストレージコントローラ VM管理イン
ターフェイス

HXストレージクラスタローミング管理イ
ンターフェイス

ユーザが指定hx-inband-mgmt

ESXiホストストレージ vmkernelインター
フェイス

HXストレージコントローラストレージ
ネットワークインターフェイス

HXストレージクラスタローミングスト
レージインターフェイス

ユーザが指定hx-storage-data

ゲストVMネットワークインターフェイスユーザが指定hx-vm-data

VMware ESXiホスト vMotion vmkernelイン
ターフェイス

ユーザが指定hx-vmotion

データセンターでは、物理デバイスの管理に専用ネットワークまたはサブネットを使用するこ

とがよくあります。このシナリオでは、2つのFIのmgmt0インターフェイスを専用ネットワー
クまたはサブネットに接続する必要があります。HyperFlexのインストールでは、これを有効
な構成と見なしますが、以下の注意点があります。次のサブネットへの IP接続が可能な場所
に HyperFlexインストーラを展開する必要があります。

• FIの mgmt0インターフェイスのサブネット

•前述の hx-inband-mgmt VLANで使用されるサブネット

（注）

ジャンボフレーム
ジャンボフレームを使用するように hx-storage-data VLANおよびサブネットを通過するすべて
の Cisco HyperFlexストレージトラフィックを設定します。すべての通信が 9000バイトの
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Maximum Transmission Unit (MTU/最大伝送ユニット)サイズを持つ IPパケットを送信するよう
に設定することを意味します。より大きなMTU値を使用すると、送信される各 IPパケットの
ペイロードが大きくなるため、パケットごとにより多くのデータが送信され、結果的にデータ

の送受信が高速になります。この要件は、ジャンボフレームを渡すようにCiscoUCSアップリ
ンクを設定する必要があることも意味します。CiscoUCSアップリンクスイッチでジャンボフ
レームを許可するように設定できなかった場合は、一部の障害シナリオで、特に、ケーブルや

ポートの障害によってストレージトラフィックがノースバウンド Cisco UCSアップリンクス
イッチを通過したときに、サービスの中断につながる可能性があります。

論理ネットワーク
Cisco HyperFlexシステムは、以下の定義済みゾーンに分類される通信パスを備えています。

表 2 :定義された通信パスのゾーン

説明ゾーン

物理ハードウェア、ハイパーバイザホスト、およびストレージプラット

フォームコントローラ仮想マシン（SCVM）を制御するために必要な接続
で構成されます。これらのインターフェイスと IPアドレスは、LAN/WAN
全体でHXシステムを管理するすべてのスタッフが利用できるようにする
必要があります。このゾーンは、ドメインネームシステム（DNS）と
Network Time Protocol（NTP）へのアクセスを提供し、セキュアシェル
（SSH）通信を可能にする必要があります。

管理ゾーン

HyperFlexハイパーコンバージドシステム内で動作するゲストVMにネッ
トワーク IOを提供するために必要な接続で構成されます。通常、このゾー
ンには、ネットワークアップリンクを介して Cisco UCSファブリックイ
ンターコネクト (FI)にトランキングされ、802.1Q VLAN IDでタグ付けさ
れた複数の VLANが含まれています。これらのインターフェイスと IPア
ドレスは、LAN/WAN全体でHXシステム内のゲストVMと通信する必要
があるすべてのスタッフおよびその他のコンピュータエンドポイントが

利用できるようにする必要があります。

VMゾーン
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説明ゾーン

Cisco HX Data Platformソフトウェア、ESXiホスト、およびストレージコ
ントローラ VMが HX分散データファイルシステムに提供するために使
用する接続で構成されます。適切に運用するためには、これらのインター

フェイスと IPアドレスが相互に通信できる必要があります。通常の運用
では、このトラフィックのすべてが Cisco UCSドメイン内で発生します
が、このトラフィックが UCSドメインのネットワークノースバウンドを
通過する必要があるハードウェア障害シナリオがあります。そのため、HX
ストレージトラフィックに使用される VLANは、FI Bから FI Aに、また
は、その逆方向に到達する UCSドメインからのネットワークアップリン
クを通過できる必要があります。このゾーンは、主に、ジャンボフレー

ムトラフィックを含むため、UCSアップリンク上でジャンボフレームを
有効にする必要があります。

ストレージゾー

ン

ESXiホストがゲスト VMの vMotionをホスト間で有効にするために使用
する接続で構成されます。通常の運用では、このトラフィックのすべてが

Cisco UCSドメイン内で発生しますが、このトラフィックが Cisco UCSド
メインのネットワークノースバウンドを通過する必要があるハードウェ

ア障害シナリオがあります。そのため、HXストレージトラフィックに使
用される VLANは、FI Bから FI Aに、または、その逆方向に到達する
CiscoUCSドメインからのネットワークアップリンクを通過できる必要が
あります。

vMotionゾーン

仮想ネットワーク
Cisco HyperFlexシステムは、ハイパーバイザレベルで事前定義された仮想ネットワーク設計
を備えています。HyperFlexインストーラは、4つの異なる仮想スイッチ（vSwitches）を作成
します。各スイッチでは、Cisco UCSサービスプロファイルで定義された vNICによってそれ
ぞれ処理された 2つのアップリンクを使用します。
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図 2 : ESXiネットワーク設計

表 3 :インストーラ-作成された vSwitches

説明vSwitch

デフォルトの vSwitch0。自動インストールの一部として、ESXiキック
スタートファイルで名前を変更します。インストーラは、標準の管理

ネットワークポートグループで、デフォルトの vmkernelポート vmk0
を設定します。スイッチは、ジャンボフレームを含まない 2つのアッ
プリンク（ファブリック A上のアクティブとファブリック B上のスタ
ンバイ）を使用します。インストーラは、ストレージプラットフォー

ムコントローラ VMの 2番目のポートグループを作成し、個々の管理
インターフェイスに接続します。VLANは、vNICテンプレートに割り
当てられるネイティブ VLANではないため、ESXi/vSphereで割り当て
られます。

vswitch-hx-inband-mgmt

自動インストールの一部として作成されています。インストーラは、

ストレージハイパーバイザデータネットワークポートグループで、

vmkernelポート vmk1を設定します。システムは、NFSを介した HX
データストアへの接続のため、インターフェイスを使用します。スイッ

チは、ジャンボフレームを必要とする2つのアップリンク（ファブリッ
クB上のアクティブとファブリックA上のスタンバイ）を使用します。
インストーラは、ストレージプラットフォームコントローラ VMの 2
番目のポートを作成し、個々のストレージインターフェイスに接続し

ます。VLANは、vNICテンプレートに割り当てられるネイティブVLAN
ではないため、ESXi/vSphereで割り当てられます。

vswitch-hx-storage-data
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説明vSwitch

自動インストールの一部として作成されています。スイッチは、ジャ

ンボフレームを含まない 2つのアップリンク（ファブリック Aおよび
Bの両方でアクティブ）を使用します。VLANは、vNICテンプレート
に割り当てられるネイティブ VLANではないため、ESXi/vSphereで割
り当てられます。

vswitch-hx-vm-network

自動インストールの一部として作成されています。スイッチは、ジャ

ンボフレームを必要とする 2つのアップリンク（ファブリック A上の
アクティブとファブリック B上のスタンバイ）を使用します。VLAN
は、vNICテンプレートに割り当てられるネイティブVLANではないた
め、ESXi/vSphereで割り当てられます。

VMotion
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